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要約 
現在、アーキテクトとデベロッパーが直面している課題の 1 つは、適切なタイミングで、コスト効

率よく、信頼できる方法で大量のデータを処理する方法です。市場にはいくつかの NoSQL ソリュ

ーションがあり、ユーザー固有のユースケースに最適なソリューションを選択することが難しいこ

とがあります。このホワイトペーパーでは、一般的な NoSQL データストアである Amazon 

DynamoDB (フルマネージドの NoSQL クラウドデータベースサービス) と Apache HBase (オー

プンソースで列指向の分散型ビッグデータストア) の 2 つを比較します。Amazon DynamoDB と 

Apache HBase はいずれも、アマゾン ウェブ サービス (AWS) クラウドで使用できます。 

 

http://aws.amazon.com/dynamodb/
http://aws.amazon.com/dynamodb/
http://hbase.apache.org/
http://aws.amazon.com/
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はじめに 
AWS クラウドはビッグデータ分析を高速化します。AWS は即時の拡張性と伸縮自在性を実現でき

るため、ユーザーはインフラストラクチャーにわずらわされることなく、解析に集中できます。大

規模なデータセットのインデックス作成、大量の科学データの解析、クリックストリームログの処

理など、AWS には大量のデータを扱うほとんどすべてのプロジェクトで使用できるビッグデータ

製品やサービスが用意されています。 

成長著しいビッグデータおよびリアルタイムウェブアプリケーションの業界では、NoSQL データ

ベースが広く使われています。Amazon DynamoDB と Apache HBase は NoSQL データベース

の例です。このデータベースは、従来のリレーショナルデータベース管理システム (RDBMS) より

も大幅にパフォーマンス上の利点が得られるように高度に最適化されています。Amazon 

DynamoDB と Apache HBase はいずれも、高パフォーマンスおよび高スループットで大量のデー

タを処理できます。 

Amazon DynamoDB では、高速でフルマネージドの NoSQL データベースサービスを提供してい

ます。このサービスでは、可用性の高い分散データベースクラスターの運用とスケーリングの負荷

が軽減されます。Apache HBase はオープンソースの列指向の分散型ビッグデータストアであり、

Apache Hadoop フレームワークで実行され、通常は Hadoop Distributed File System (HDFS) 

上にデプロイされます。HDFS はスケーラブルで永続的なストレージレイヤーを提供します。 

AWS クラウドでは、Apache HBase を Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2) にデプ

ロイし、ユーザー自身が管理できます。または、Amazon EC2 上で管理されるマネージドの 

Hadoop フレームワークである Amazon EMR のマネージドサービスを Apache HBase として活

用することもできます。 

http://hadoop.apache.org/
https://hadoop.apache.org/docs/r3.3.0/hadoop-project-dist/hadoop-hdfs/HdfsDesign.html
http://aws.amazon.com/ec2/
http://aws.amazon.com/elasticmapreduce/
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Amazon EMR で Apache HBase を使用すると、Amazon Simple Storage Service (Amazon 

S3) を EMR ファイルシステム (EMRFS) を使用したデータストアとして使用できます。

EMRFS は、すべての Amazon EMR クラスターが通常のファイルを Amazon EMR から 

Amazon S3 に直接読み書きするために使用する HDFS の実装です。 

次の図は、AWS クラウドにおける Amazon DynamoDB、Amazon EC2、Amazon EMR、

Amazon S3、Apache HBase 間の関係性を示しています。Amazon DynamoDB と Apache HBase 

はいずれも、Apache Hive や Apache Spark などの人気のあるオープンソース処理フレームワーク

と緊密に統合されており、図で示されているようにクエリ機能が強化されています。 

 

図 1: AWS クラウドにおける Amazon DynamoDB、Amazon EC2、Amazon EMR、Apache HBase 

間の関係性 

Amazon DynamoDB の概要 
Amazon DynamoDB は、フルマネージドの NoSQL データベースサービスであり、予測可能な高

速パフォーマンスとシームレスな拡張性が特長です。Amazon DynamoDB には次のような利点が

あります。 

http://aws.amazon.com/s3/
http://aws.amazon.com/s3/
https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/ManagementGuide/emr-fs.html
https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/ReleaseGuide/emr-hive.html
https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/ReleaseGuide/emr-spark.html
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• 管理作業の負担がゼロ - Amazon DynamoDB はハードウェアのプロビジョニング、設定

および構成、レプリケーション、クラスタースケーリング、ハードウェアとソフトウェアの

更新、ハードウェア障害のモニタリングと処理にかかる負担などを軽減します。 

• 実質無制限のスループットとスケール - Amazon DynamoDB のプロビジョニングされた

スループットモデルでは、スループットのキャパシティーを指定することで、どのようなレ

ベルのリクエストでも対応が可能です。Amazon DynamoDB で保存および取得できるデー

タの量は実質無制限です。 

• 伸縮自在性と柔軟性 - Amazon DynamoDB では、予測不可能なワークロードを予測可能

なパフォーマンスで処理できます。また、使用量が増えてデータボリュームが増加しても、

レイテンシーが増えたりスループットが減ったりすることなく、安定したレイテンシーを維

持できます。Amazon DynamoDB では必要に応じてキャパシティーを増減し、変動するワ

ークロードを処理できます。 

• 自動スケーリング - Amazon DynamoDB は、アプリケーショントラフィックの変化に応

じて、ユーザーが設定した上限と下限内で読み込みおよび書き込みキャパシティーを自動的

にスケールできます。これらの特性を持つ Amazon DynamoDB は、トラフィックパター

ンにスパイクが発生したり、急に需要が伸びたりする可能性があるオンラインアプリケーシ

ョンに適しています。 

• 他の AWS サービスとの統合 - Amazon DynamoDB は他の AWS サービスとシームレス

に統合でき、ログ記録とモニタリング、セキュリティ強化、分析などを行うことができま

す。詳細については、Amazon DynamoDB 開発者ガイドを参照してください。 

Apache HBase の概要 
Hadoop NoSQL データベースである Apache HBase には、次のような利点があります。 

• 疎データの効率的なストレージ - Apache HBase は列ベースの圧縮を使用することによ

り、大量の疎データに対して耐障害性のあるストレージを提供します。Apache HBase は

数十億の行と数百万の列を １ 行ずつ保存および処理できます。 

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/Introduction.html
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• 高頻度なカウンターの保存 - Apache HBase は整合性のある読み込みと書き込みを行うた

め、高速なカウンター集計などのタスクに適しています。 

• 高い書き込みスループットと更新レート - Apache HBase は低レイテンシーでの検索と範

囲スキャン、個別レコードの効率的な更新と削除、高い書き込みスループットをサポートし

ます。 

• 複数の Hadoop ジョブのサポート - Apache HBase データストアのデータは、単一の 

Hadoop クラスターまたは複数の Hadoop クラスター間で実行される 1 つ以上の Hadoop ジ

ョブから利用することができます。 

Apache HBase デプロイオプション 
次のセクションでは、AWS クラウドでの Apache HBase デプロイオプションについて説明します。 

Amazon EMR でのマネージド型 Apache HBase 

(Amazon S3 ストレージモード) 

Amazon EMR では、EMR ファイルシステムによって Amazon S3 を Apache HBase のデータス

トアとして使用でき、次のような利点があります。 

• コンピューティングとストレージとの分離 - データ要件ではなくコンピューティングに対し

て Amazon EMR クラスターのサイズを決定できるため、HDFS で通常行う冗長的な 3 か

所へのレプリケーションが不要になります。 

• 一時的なクラスター - 基盤となるストレージに影響を与えることなくコンピューティングノ

ードをスケールし、クラスターを終了してコストを節約し、すばやく復元できます。 

• 可用性と永続性の組み込み -  Amazon S3 ストレージの可用性と永続性がデフォルトで得

られます。 
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• リードレプリカのプロビジョニングが容易 - 別の Amazon EC2 アベイラビリティーゾーン

にリードレプリカクラスターを作成し、プライマリクラスターと同じデータへの読み取り専

用アクセスを設定すれば、プライマリクラスターが利用できなくなった場合でもデータへの

アクセスを中断させずにすみます。 

Amazon EMR でのマネージド型 Apache HBase 

(HDFS ストレージモード) 

Amazon EMR での Apache HBase は AWS で実行するように最適化されており、次のような利点

があります。 

• 管理作業の負担が最小限 - Amazon EMR は Amazon EC2 インスタンスのプロビジョニン

グ、セキュリティ設定、Apache HBase の設定、ログ収集、ヘルスモニタリング、問題の

あるインスタンスの交換などを処理します。必要に応じて、基盤となるインフラストラクチ

ャーにアクセスし、Apache HBase をさらにカスタマイズする柔軟性もあります。 

• 簡単かつ柔軟なデプロイオプション - Amazon EMR に Apache HBase をデプロイするに

は、AWS マネジメントコンソールまたは AWS コマンドラインインターフェイス (AWS 

CLI) を使用します。起動すると、Apache HBase クラスターのサイズは 1 回の API 呼び

出しで簡単に変更できます。起動時に Apache HBase の設定を変更したり、パフォーマン

スメトリクスをモニタリングするための Ganglia などのサードパーティ製ツールをインス

トールしたりするなどのアクティビティは、カスタムスクリプトまたは事前定義されたスク

リプトで実行できます。 

• 無制限のスケール - Amazon EMR で実行される Apache HBase を使用すると、Amazon 

EC2 のセルフマネージド型デプロイモデルとは対照的に、簡単なスケーリング、低コス

ト、従量課金制、使いやすさなど、クラウドの大きなメリットを得ることができます。 

• 他の AWS サービスとの統合 - Amazon EMR は、Amazon S3、Amazon DynamoDB、

Amazon EC2、Amazon CloudWatch などの他の AWS サービスとシームレスに統合する

ように設計されています。 

https://aws.amazon.com/console/
https://aws.amazon.com/cli
https://aws.amazon.com/cli
http://ganglia.sourceforge.net/
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• ビルトインのバックアップ機能 - Amazon EMR で実行される Apache HBase の主なメリ

ットは、Apache HBase データを Amazon S3 に永続的にバックアップするためのメカニ

ズムが組み込まれていることです。この機能を使用すると、フルバックアップまたは増分バ

ックアップのスケジュールを設定し、いつでも既存のクラスターまたは新しく起動したクラ

スターにバックアップをロールバックしたり、復元したりできます。 

Amazon EC2 でのセルフマネージド型 Apache HBase 

のデプロイモデル 

Apache HBase のセルフマネージドモデルは、クラスター管理の点で最も柔軟性に優れています

が、次の課題もあります。 

• 管理作業の負担 - Apache HBase クラスターのプロビジョニングと運用に伴う管理上の負

担に対処する必要があります。 

• キャパシティープランニング - 従来のインフラストラクチャーと同様に、キャパシティープ

ランニングは難しく、多大なコストのかかる間違いが発生しがちです。例えば、過剰投資で

未使用のキャパシティー分を支払ったり、逆に投資不足でパフォーマンスや可用性の問題が

発生したりする可能性があります。 

• メモリ管理 - Apache HBase は主にメモリに依存します。クラスターが大きくなると、メ

モリが制限要因になることがあります。Apache HBase クラスターでさまざまなアプリケ

ーションを実行するために必要なメモリ量を決定し、ノードがディスクに頻繁にデータをス

ワッピングするのを防ぐことが重要です。Apache HBase ノードの数とメモリ要件は、事

前に十分に計画する必要があります。 

• コンピューティング、ストレージ、ネットワークの計画 - Apache HBase クラスターを効

果的に運用するためのその他の重要な考慮事項には、コンピューティング、ストレージ、ネ

ットワークなどがあります。多くの場合、これらのインフラストラクチャーコンポーネント

には、専門的なスキルを持つ専任の Apache Hadoop/Apache HBase 管理者が必要です。 
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機能の概要 
Amazon DynamoDB と Apache HBase はいずれも、大量のデータを正常に処理するための重要

な特性があります。次の表に、Amazon DynamoDB と Apache HBase の主な機能の概要を示し

ます。これにより、2 つのデータベースの主な類似点と相違点を理解できます。これらの機能につ

いては、後のセクションで説明します。 

表 1: Amazon DynamoDB および Apache HBase 機能の概要 

機能 Amazon DynamoDB Apache HBase 

説明 Amazon が管理するスケーラブル

なデータベースサービス 

Apache Hadoop と BigTable の

概念に基づく列指向データベース 

実装言語 - Java 

サーバーオペレーティングシステ

ム 

Amazon が管理 Linux、Unix、Windows 

データベースモデル Key-value ストア、ドキュメント

ストア 

ワイドカラムストア 

データスキーム スキーマフリー スキーマフリー 

データ型 あり なし 

API およびその他のアクセス方法 柔軟性あり 柔軟性あり 

サポートされるプログラミング言

語 

複数 複数 

サーバー側スクリプト なし あり 

トリガー あり あり 

パーティション化の方法 シャーディング シャーディング 

http://db-engines.com/en/article/Key-value%2BStores
http://db-engines.com/en/article/Key-value%2BStores
http://db-engines.com/en/article/Wide%2BColumn%2BStores
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機能 Amazon DynamoDB Apache HBase 

スループットモデル provision mode 

on-demand mode 

ハードウェア構成に制限 

自動スケーリング あり なし 

パーティション化 自動パーティション 自動シャーディング 

レプリケーション あり あり 

永続性 あり あり 

管理 なし (管理作業の負担なし) あり (セルフマネージド型では管理

作業の負担が高く、Amazon EMR 

では管理作業の負担が最小限) 

ユーザーの概念 あり あり 

データモデル   

行 項目 – 1 つ以上の属性  列/列ファミリー 

行サイズ 項目サイズの制限あり 行サイズの制限なし 

プライマリキー シンプル/複合 行キー 

外部キー なし なし 

インデックス あり (オプション ) なし (セカンダリテーブルまたはコ

プロセッサとして実装されたビル

トインのインデックスモデルなし) 

< トランザクション > 

行のトランザクション 項目レベルのトランザクション 単一行のトランザクション 

複数行のトランザクション あり あり 

クロステーブルトランザクション あり あり 
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機能 Amazon DynamoDB Apache HBase 

整合性モデル 結果整合性のある読み込みと強力

な整合性のある読み込み 

強力な整合性のある読み込みと書

き込み 

同時実行 あり あり 

更新 条件付き更新 アトミックリードモディファイラ

イト 

統合キャッシュ あり あり 

有効期限 (TTL) あり あり 

保管時の暗号化 あり あり 

バックアップと復元 あり あり 

ポイントインタイムリカバリ あり あり 

マルチリージョン、マルチマスタ

ー 

あり マルチリージョン: なし 

マルチマスター: あり 

 

ユースケース 
Amazon DynamoDB と Apache HBase は大量のデータを処理するように最適化されています。

Amazon DynamoDB と Apache HBase の一般的なユースケースは以下のとおりです。 

• サーバーレスアプリケーション - Amazon DynamoDB はあらゆる規模のデータ保存に永

続性のあるバックエンドを提供し、e コマース/小売、教育、メディア業界向けのウェブお

よびモバイルバックエンドを強化するデファクトデータベースとなりました。 
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• 大容量の特別イベント - 重要な選挙運動などの特別なイベントや季節的なイベントは比較的

に期間が短いため、大量のリソースを消費する可能性がある可変ワークロードが発生する場

合があります。Amazon DynamoDB では必要なときにキャパシティーを増減できるため、

変動するワークロードにも柔軟に対処できます。こうした特性を持つ Amazon DynamoDB 

は、このような短時間に多くの負荷を処理する必要がある特別なイベントに適しています。 

• ソーシャルメディアアプリケーション - オンラインゲーム、写真共有、位置認識アプリケー

ションなどのコミュニティベースのアプリケーションには予測が難しい利用パターンがあ

り、急に需要が伸びる可能性があります。伸縮自在性と柔軟性がある Amazon DynamoDB 

は、大容量かつ変動するワークロードに適しています。 

• 規制要件およびコンプライアンス要件 - Amazon DynamoDB と Amazon EMR はいずれ

も AWS コンプライアンスの取り組みの適用範囲内であるため、コンプライアンスプログラ

ムによる AWS 対象範囲内のサービスで説明されているように、ヘルスケアおよび金融サー

ビスのワークロードに適しています。 

• バッチ中心の処理 - ログデータ、気象データ、製品カタログなどの大規模なデータセットの場

合、履歴データからの傾向分析を行うためにすでに大量の履歴データを保持している場合があ

りますが、予測を行うには現在のデータを取り込み、バッチ処理する必要があります。このよ

うなワークロードの場合、読み込みおよび書き込みスループットが高く、疎データの効率的な

ストレージを実現する Apache HBase が適切な選択肢となります。 

• レポーティング - 毎日の株式市場取引など、大量のトランザクションデータを処理してレポー

トを作成するには、頻繁に使用するカウンターや複雑な集計のストレージとして、高スループ

ットの書き込みと更新レートをサポートする Apache HBase が適しています。 

https://aws.amazon.com/compliance/services-in-scope/
https://aws.amazon.com/compliance/services-in-scope/
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• リアルタイム分析 - アプリケーションログと比較すると、ツイート、e コマースなどのイベ

ントデータのペイロードまたはメッセージのサイズは比較的小さいものです。感情分析、広

告配信、トレンド分析などのためにストリーミングイベントデータをリアルタイムで取り込

む場合、Amazon DynamoDB では、必要なときにキャパシティーを増やし、完了したらダ

ウンタイムなしで減らすことができます。Apache HBase は高い書き込みスループットと疎

データの効率的なストレージにより、アプリケーションログなどのデータのリアルタイム取

り込みを簡単に処理できます。シーケンシャル読み取りとスキャンを高度に最適化された方

法で処理する Hadoop の機能とこの機能を組み合わせることで、Apache HBase はリアルタ

イムデータ分析を実行する強力なツールとなります。 

データモデル 
Amazon DynamoDB は、キーバリューストアおよびドキュメントストアであり、Apache HBase 

は、キーバリューストアです。NoSQL データストアとして Amazon DynamoDB と Apache 

HBase の有意義な比較を行うために、このドキュメントでは Amazon DynamoDB のキーバリュ

ーデータモデルに焦点を当てます。 

Amazon DynamoDB と Apache HBase は、低レイテンシーと高スループットで大幅なパフォー

マンスメリットを実現することを目標として設計されています。この目標を達成するために、キー

バリューストアとドキュメントストアは、従来のリレーショナルデータベースよりもシンプルで制

約が少ないデータモデルになっています。Amazon DynamoDB と Apache HBase のいずれも基

本的なデータモデルの構成要素は似ていますが、各データベースは固有のデータモデルを記述する

ために独自の用語を使用します。 

おおまかにいうと、データベースはテーブルの集合であり、各テーブルは行の集合です。行には 1 

つ以上の列を含めることができます。ほとんどの場合、NoSQL データベーステーブルは、通常、

各行を一意に識別する必須のプライマリキーを除き、正式なスキーマを必要としません。次の表

は、NoSQL データベースの概念を示しています。 
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表 2: NoSQL データベーステーブル表現の概要 

テーブル 

行 プライマリキー 列 1 

列指向データベースは、各列を個別に保存するように作られています。これにより、テーブル全体

の 1 つの列の集計操作が、従来の行ストレージモデルよりも大幅に高速化されます。 

比較の観点から、Amazon DynamoDB の行は項目と呼びます。各項目には任意の数の属性を含め

ることができます。属性はキーと値で構成され、一般的に名前と値のペアと呼ばれます。次の例に

示すように、Amazon DynamoDB テーブルには、プライマリキーによってインデックスが付けら

れた項目に制限はありません。 

表 3: Amazon DynamoDB テーブル表現の概要 

テーブル      

項目 1 プライマリキー 属性 1 属性 2 属性 3 属性 …n 

項目 2 プライマリキー 属性 1  属性 3  

項目 n プライマリキー  属性 2 属性 3  

Amazon DynamoDB では 2 つのタイプのプライマリキーが定義されています。1 つはパーティシ

ョンキーと呼ばれる 1 つの属性を持つシンプルプライマリキー (表 4)、もう 1 つは 2 つの属性を

持つ複合プライマリキーです (表 5)。 

表 4: Amazon DynamoDB シンプルプライマリキー (パーティションキー) 

テーブル      

項目 パーティションキー 属性 1 属性 2 属性 3 属性 …n 
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表 5: Amazon DynamoDB 複合プライマリキー (パーティションキーとソートキー) 

テーブル       

項目 パーティショ

ンキー 

ソートキー 属性 1 属性 2 属性 3 属性 …n 

表 5 の項目の JSON 表現と追加のネストされた属性を次に示します。 

{ 
      "Partition Key": "Value", 
      "Sort Key": "Value", 
      "Attribute 1": "Value", 
      "Attribute 2": "Value", 
      "Attribute 3": [ 
       { 
           "Attribute 4": "Value", 
           "Attribute 5": "Value", 
       }, 
       { 
           "Attribute 4": "Value", 
           "Attribute 5": "Value", 
       } 
       ] 
} 

Amazon DynamoDB では、単一の属性プライマリキー (または、パーティションキー) は、デー

タの迅速な読み込みと書き込みに役立ちます。例えば、PersonID は、次の Person テーブルのパー

ティションキーとして機能します。 

表 6: Person Amazon DynamoDB テーブルの例 

Person テーブル     

項目 PersonId (パー

ティションキー) 

FirstName LastName 郵便番号 性別 

項目 1 1001 Fname-1 Lname-1 00000  
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Person テーブル     

項目 2 1002 Fname-2 Lname-2  M 

項目 3 2002 Fname-3 Lname-3 10,000 F 

Amazon DynamoDB の複合キーは、パーティションキーとソートキーとしてインデックスが付け

られます。このマルチパートキーにより、1 番目の要素値と 2 番目の要素値の間の階層が維持され

ます。単一パーティションキーを指定することで、関連するソートキーの全体取得や条件に合う検

索が容易になり、特定のパーティションキーの項目をすばやく取得できます。次の GameScores テ

ーブルでは、複合パーティションソートキーは PersonId (パーティションキー) と GameId (ソート

キー) の組み合わせです。 

表 7: GameScores Amazon DynamoDB テーブルの例 

GameScores テーブル 

 PersonId (パーテ

ィションキー) 

GameId (ソ

ートキー) 

TopScore TopScoreDate 勝利 敗戦 

項目 1 1001 Game01 67453 2013-12-

09:17:24:31 

73 21 

項目 2 1001 Game02 98567 2013-12-

11:14:14:37 

98 27 

項目 3 1002 Game01 43876 2013-12-

15:19:24:39 

12 23 

項目 4 2002 Game02 65689 2013-10-

01:17:14:41 

23 54 

 

項目のパーティションキーはハッシュ属性とも呼ばれ、ソートキーは範囲属性として知られていま

す。「ハッシュ属性」という用語は、パーティションキーの値を入力として受け取る内部ハッシュ

関数を使用することに由来します。そのハッシュ関数の出力によって、項目が保存されるパーティ
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ションまたは物理ストレージノードが決まります。「範囲属性」という用語は、ソートキー値で並

べ替えられた順に、Amazon DynamoDB が同じパーティションキーを持つ項目を一緒に保存する

方法に由来しています。 

Amazon DynamoDB テーブルの個々の項目に関連付けられている属性の数に明示的な制限はあり

ませんが、項目またはペイロードの合計サイズ (すべての属性名と値を含む) には制限があります。

ペイロードが小さいと、処理に必要なリソースが少なくなるため、パフォーマンスが向上し、コス

トが削減される可能性があります。最大項目サイズを超える項目を処理する方法については、「大

きな項目と属性を格納するベストプラクティス」を参照してください。 

Apache HBase で最も基本的な単位は列であり、1 つ以上の列が行を形成します。各行は行キーと

呼ばれるプライマリキーによって一意にアドレス指定されます。Apache HBase の行には数百万の

列を含めることができます。各列は別々のセルにそれぞれ異なった値を持つ複数のバージョンにで

きます。 

Apache HBase の基本的なモデリング概念の 1 つは列ファミリーのものです。次の例に示すよう

に、列ファミリーは関連するデータのセットを 1 つのテーブル内でグループ化するコンテナです。 

表 8: Apache HBase 行の表現 

テーブル        

  列ファミリー 1 列ファミリー 2 列ファミリー 3 

行 行キー 列 1 列 2 列 3 列 4 列 5 列 6 

Apache HBase では、一般的なアクセスパターンとサイズ特性が同じ列を列ファミリーにグループ

化して、基本的な分離単位を形成します。例えば、次の Person テーブルでは、個人データを 

personal_info という 1 つの列ファミリーにグループ化し、統計データを属性列ファミリーにグルー

プ化できます。次の例に示すように、テーブル内の他の列もそれに応じてグループ化されます。 

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/bp-use-s3-too.html
https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/bp-use-s3-too.html
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表 9: Apache HBase の Person テーブルの例  

Person テーブル     

  personal_info 人口統計 

 行キー firstName lastName 郵便番号 性別 

行 1 1001 Fname-1 Lname-1 00000  

行 2 1002 Fname-2 Lname-2  M 

行 3 2002 Fname-3 Lname-3 10000 F 

 

列は、列ファミリー名と、family:qualifier として表される列修飾子の組み合わせとしてアドレス

指定されます。列ファミリーのすべてのメンバーは同じプレフィックスを持ちます。 

前の例では、firstname と lastname の列修飾子は、それぞれ personal_info:firstname と 

personal_info:lastname として参照できます。 

列ファミリーでは、クエリで要求した列のみを取得できます。列ファミリーのすべてのメンバー

は、ディスクに物理的にまとめて保存されます。つまり、パフォーマンス調整、圧縮エンコードな

どの最適化機能は、列ファミリーレベルでスコープできます。 

行キーは、次の Apache HBase GameScores テーブルのユーザーとゲーム ID の組み合わせです。

行キーは、エンティティを参照するイミュータブルな方法を提供するために、連結された複数の部

分で構成できます。Apache HBase モデリングの観点からは、結果としてテーブルは縦長になりま

す。これは、次の例に示すように、テーブルの行数に対して相対的な列がほとんどないためです。 

表 10: 縦長の GameScores Apache HBase テーブル 

GameScores テーブル     

  top_scores metrics 

 行キー スコア 日付 勝利 敗北 
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GameScores テーブル     

行 1 1001-game01 67453 2013-12-

09:17:24:31 

73 21 

行 2 1001-game02 98567 2013-12-

11:14:14:37 

98 27 

行 3 1002-game01 43876 2013-12-

15:19:24:39 

12 23 

行 4 2002-game02 65689 2013-10-

01:17:14:41 

23 54 

または、ゲームの識別子を Apache HBase の列修飾子としてモデル化することもできます。この

方法により、正確な列の検索が容易になり、データを読み取る際のフィルタの使用がサポートされ

ます。その結果、列の数に対して行の数が少ない横長のテーブルになります。横長の Apache 

HBase テーブルの概念を次の表に示します。 

表 11: 横長の GameScores Apache HBase テーブル 

GameScores テーブル      

  top_scores metrics 

 行キー gameId スコア top_score_date gameId 勝利 敗北 

行 1 1001 game01 98567 2013-12-

11:14:14:37 

game01 98 27 

  game02 43876 2013-12-

15:19:24:39 

game02 12 23 

行 2 1002 game01 67453 2013-12-

09:17:24:31 

game01 73 21 

行 3 2002 game02 65689 2013-10-

01:17:14:41 

game02 23 54 
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パフォーマンス上の理由から、Apache HBase スキーマの列ファミリーの数を少なく保つことが重要

です。列ファミリーが 3 列を超えると、パフォーマンスが低下する可能性があります。推奨されるベ

ストプラクティスは、スキーマに 1 列の列ファミリーを維持し、同時に行われるデータアクセスが、

列ファミリーの 1 つの列に制限される場合にのみ、2 列の列ファミリーや 3 列の列ファミリーを導

入することです。Apache HBase では、行のサイズに制限はありません。 

データ型 

Amazon DynamoDB と Apache HBase はどちらも、幅広いデータ型の非構造化データセットを

サポートしています。 

Amazon DynamoDB では、次の表に示すデータ型がサポートされています。 

表 12: Amazon DynamoDB のデータ型 

タイプ 説明 例（JSON 形式） 

Scalar 

String UTF8 バイナリエンコードの ユニコード {"S": "Game01"} 

数値 正または負の厳密な 10 進値または整数 {"N": "67453"} 

バイナリ エンコードされたバイトシーケンス {"B": 

"dGhpcyB0ZXh0IGlzIGJhc2U2NC1l"} 

ブール値 true または false {"BOOL": true} 

Null 不明または未定義の状態 {"NULL": true} 

ドキュメント 

リスト 順序付きの値のコレクション {"L": ["Game01", 67453]} 

マップ 順序なしの名前と値のペアのコレクション {"M": {"GameId": {"S": "Game01"}, 

"TopScore": {"N": "67453"}}} 
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タイプ 説明 例（JSON 形式） 

複数の値 

文字列セット 一意の文字列セット {"SS": ["Black","Green"] } 

数値セット 一意の数値のセット {"NS": ["42.2","-19.87"] } 

バイナリセット バイナリ値の一意のセット {"BS": ["U3Vubnk=","UmFpbnk="] } 

Amazon DynamoDB の各属性は、1 つの値のみを持つ名前と値のペア (スカラー型)、ネストされ

た属性を持つ複雑なデータ構造 (ドキュメント型)、または一意の値のセット (多値セット型) とす

ることができます。Amazon DynamoDB テーブルの個々の項目には、任意の数の属性を含めるこ

とができます。 

プライマリキー属性は、1 つの値を持つスカラー型のみであり、使用できるデータ型は文字列、数

値、またはバイナリのみです。バイナリ型の属性では、圧縮データ、暗号化データ、画像など、任

意のバイナリデータを保存できます。 

マップは Amazon DynamoDB に JSON ドキュメントを保存するのに最適です。例えば、表 6 で

は、Person は、人物の詳細情報 (名前、性別、以前の住所のリストもマップとして表される) にマ

ッピングされる人物 ID のマップとして表すことができます。これを次のスクリプトに示します。 

{ 
      "PersonId": 1001, 
      "FirstName": "Fname-1", 
      "LastName": "Lname-1", 
      "Gender": "M", 
      "Addresses": [ 
       { 
            "Street": "Main St", 
            "City": "Seattle", 
            "Zipcode": 98005, 
            "Type": "current", 
       }, 
       { 
           "Street": "9th St", 
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           "City": Seattle, 
           "Zipcode": 98005, 
           "Type": "past", 
       } 
     ] 
} 

Apache HBase では次の概念が定義されています。 

• 行 - アトミックバイト配列またはキーバリューコンテナ。 

• 列 - 行内のキーバリューコンテナ内のキー。 

• 列ファミリー - 列をディスクにまとめて保存されたデータの関連するサブセットに分割しま

す。 

• タイムスタンプ - Apache HBase は、明示的または暗黙的なタイムスタンプとして表され

る 4 番目のディメンション列の概念を追加します。通常、タイムスタンプはミリ秒単位の

長整数として表されます。 

• 値 - キーバリューコンテナのタイムバージョン対応の値。つまり、セルには、時間の経過と

ともに変化する可能性のある値の複数のバージョンを含めることができます。バージョンは

新しいタイムスタンプから順に保存され、最新のものが最初になります。 

Apache HBase はバイトイン/バイトアウトのインターフェイスをサポートします。つまり、バイ

トの配列に変換できるものはすべて値として保存できます。入力できるのは、バイトとしてレンダ

リングできる場合は、文字列、数値、複雑なオブジェクト、または画像などです。 

したがって、Apache HBase のキーバリューペアは任意のバイト配列です。行キーと列修飾子も任

意のバイト配列であるため、文字列から長整数のバイナリ表現、またはシリアル化されたデータ構

造まで、ほとんどすべてが行キーまたは列修飾子として機能できます。 

列のファミリー名は、人間が読み取れる形式の印刷可能な文字で構成されている必要があります。

これは、ファイルシステムのディレクトリ名の一部として、列ファミリー名が使用されるためで
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す。さらに、列ファミリーは、スキーマ定義時に前もって宣言する必要があります。列修飾子はこ

の制限の対象ではなく、任意のバイナリ文字で構成され、実行時に作成されます。 

インデックス作成 

一般的に、プライマリキーを使用してデータのインデックスを作成すると、Amazon DynamoDB 

と Apache HBase の両方でデータを高速に取得できます。セカンダリインデックスは、基本的な

インデックス作成機能を拡張し、プライマリキーに対するクエリに加えて、代替のクエリパスを提

供します。 

Amazon DynamoDB では、2 種類のセカンダリインデックスをサポートしています。 

• グローバルセカンダリインデックス - プライマリーキーにテーブルと同じパーティションと

ソートキー (オプション) を持つ。 

• ローカルセカンダリインデックス - テーブルとパーティションキーは同じですが、ソートキ

ーが異なるインデックス。 

テーブルごとに 1 つ以上のグローバルセカンダリインデックスと 1 つ以上のローカルセカンダリ

インデックスを定義できます。ドキュメントでは、最上位の JSON 要素で、ローカルセカンダリイ

ンデックスまたはグローバルセカンダリインデックスを作成できます。 

前のセクションで説明した GameScores テーブルの例では、次のように LeaderBoardIndex をグロ

ーバルセカンダリインデックスとして定義できます。 

表 13: Amazon DynamoDB のグローバルセカンダリインデックスの例  

LeaderBoardIndex  

インデックスキー 属性 1 

GameId (パーティションキ

ー) 

TopScore (ソートキー) PersonId  
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LeaderBoardIndex  

Game01 98567 1001 

Game02 43876 1001 

Game01 65689 1002 

Game02 67453 2002 

 

表 13 に示されている LeaderBoardIndex は、GameId をプライマリキーとして、TopScore をソー

トキーとして定義します。インデックスキーにソーステーブルのキー属性を含める必要はありませ

ん。ただし、テーブルのプライマリキー属性は常にグローバルセカンダリインデックスに存在しま

す。この例では、PersonId が自動的にインデックスに射影またはコピーされます。 

LeaderBoardIndex を定義すると、クエリを実行するだけで、特定のゲームのトップスコアのリス

トを簡単に取得できます。出力は、ソートキーである TopScore によって順序付けられます。ソー

ステーブルからインデックスに追加の属性を射影することもできます。 

一方、ローカルセカンダリインデックスは、インデックスソートキーによってデータを整理しま

す。これは、別のソートキーを使用して効率的にデータにアクセスするための代替クエリパスを提

供します。 

前のセクションで説明した GameScores テーブルの例では、PersonTopScoresIndex をローカルセ

カンダリインデックスとして定義できます。インデックスには、ソーステーブルと同じパーティショ

ンキー PersonId が含まれ、TopScoreDate が新しいソートキーとして定義されます。ソーステーブ

ルの古いソートキー値 (この例では GameId) は自動的にインデックスに射影またはコピーされますが、

次の表に示すように、インデックスキーの一部ではありません。 

表 14: Amazon DynamoDB のローカルセカンダリインデックス 

PersonTopScoresIndex   

インデックスキー 属性 1 属性 2 
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PersonTopScoresIndex   

PersonId (パ

ーティション

キー) 

TopScoreDate (新し

いソートキー) 

GameId (属性としての古いソ

ートキー) 

TopScore  

(オプションの射影属性) 

1001 2013-12-

09:17:24:31 

Game01 67453 

1001 2013-12-

11:14:14:37 

Game02 98567 

1002 2013-12-

15:19:24:39 

Game01 43876 

2002 2013-10-

01:17:14:41 

Game02 65689 

ローカルセカンダリインデックスは疎インデックスです。インデックスソートキー属性に値がある

場合にのみ、インデックスには項目があります。 

ローカルセカンダリインデックスでは、テーブル内で同じパーティションキー値を持つ項目のグル

ープと、それに関連付けられているすべてのローカルセカンダリインデックスが項目コレクション

を構成します。Amazon DynamoDB テーブルの項目コレクションにはサイズ制限があります。詳細に

ついては、「項目コレクションのサイズ制限」を参照してください。 

グローバルセカンダリインデックスとローカルセカンダリインデックスの主な違いは、グローバル

セカンダリインデックスが完全に新しいパーティションキーとオプションのソートインデックスを

テーブルで定義することです。データ型が多値セットではなくスカラーである限り、グローバルセ

カンダリインデックスのパーティションキーとして任意の属性を定義できます。 

グローバルセカンダリインデックスとローカルセカンダリインデックスに関するその他の要点は、

次の表にまとめられています。 

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/LSI.html#LSI.ItemCollections.SizeLimit
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表 15: グローバルインデックスとセカンダリインデックス 

 グローバルセカンダリインデックス ローカルセカンダリインデックス 

作成 既存のテーブルに対して作成可能 

(オンラインインデックス作成をサポー

ト) 

テーブル作成時のみ 

(オンラインインデックス作成はサポー

ト外) 

プライマリキーの値 一意である必要はない  一意 

パーティションキー プライマリテーブルと同じ プライマリテーブルと同じ 

ソートキー オプション 必須 (プライマリテーブルとは異なる) 

プロビジョニングされた

スループット  

プライマリテーブルに非依存 プライマリテーブルに依存 

書き込み 非同期 同期 

Amazon DynamoDB のグローバルセカンダリインデックスとローカルセカンダリインデックスの

詳細については、「セカンダリインデックスを使用したデータアクセス性の向上」を参照してくだ

さい。 

Apache HBase では、すべての行は常に行キーによって辞書順にソートされます。ソートはバイト順

です。つまり、各行キーは、バイナリレベルにおいてバイト単位で左から右に比較されます。行キー

は常に一意であり、Apache HBase のプライマリインデックスとして機能します。 

Apache HBase は、Amazon DynamoDB などの組み込みインデックス作成モデルをネイティブサ

ポートしていませんが、これらの手法を使用して、代替クエリパスとして機能するカスタムセカン

ダリインデックスを実装できます。 

• 別のテーブルにインデックスを作成 - 定期的に更新されるセカンダリテーブルを維持できま

す。ただし、この方法だと、ロード戦略によっては、セカンダリインデックスがメインテー

ブルと同期しなくなる可能性があります。クラスターにデータを発行するときにセカンダリ

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/SecondaryIndexes.html
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インデックスを構築し、インデックステーブルへの同時書き込みを実行すると、このリスク

を軽減できます。 

• コプロセッサフレームワークの使用 - コプロセッサフレームワークを活用してカスタムセカ

ンダリインデックスを実装できます。コプロセッサは、RDBMS のストアドプロシージャに

似たトリガーのように動作します。 

• Apache Phoenix の使用 - Apache HBase のフロントエンドとして標準 SQL をネイティ

ブ HBase スキャンとクエリに変換し、セカンダリインデックスを作成します。 

要約すると、Amazon DynamoDB と Apache HBase はどちらも、データを効率的に保存してク

エリパフォーマンスを最適化するデータモデルを定義しています。Amazon DynamoDB では効率

的な処理を可能にし、コストを削減するために、項目サイズに制限を設けています。Apache 

HBase では列ファミリーの概念を使用して、より効率的な読み取りオペレーションのためのデータ

の局所性を提供します。 

Amazon DynamoDB ではさまざまな非構造化データセットに対応するために、スカラーセットと

多値セットの両方がサポートされています。同様に、Apache HBase はキーバリューペアを任意の

バイト配列として保存し、任意のデータ型を柔軟に保存できます。 

Amazon DynamoDB は組み込みのセカンダリインデックスをサポートし、すべてのインデックス

を親テーブルと自動的に更新および同期します。Apache HBase を使用すると、カスタムセカンダ

リインデックスを自分で実装および管理できます。 

データモデルの観点からは、項目のサイズが比較的小さい場合は Amazon DynamoDB を選択でき

ます。Amazon DynamoDB には、行サイズの制限を克服するための多くのオプションがあります

が、Apache HBase は、最小限の制限で大規模かつ複雑なペイロードに対応できる機能を備えてい

ます。 

https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/ReleaseGuide/emr-phoenix.html
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データ処理 

このセクションでは、Amazon DynamoDB および Apache HBase 内でデータを処理およびクエ

リするための基本的な要素を取り上げています。 

スループットモデル 

Amazon DynamoDB では、プロビジョニングされたスループットモデルを使用してデータを処理

します。このモデルでは、テーブルで達成することが予想される 1 秒あたりの入力オペレーション

数に関して、読み込みおよび書き込みキャパシティーのニーズを指定できます。テーブルの作成時

に、Amazon DynamoDB で指定されたスループット要件に応じて適切な量のリソースが自動的に

パーティション化および予約されます。 

Amazon DynamoDB の自動スケーリングによりキャパシティー管理が自動化され、新しいテーブ

ルやグローバルセカンダリインデックスを作成するときに、適切なキャパシティーのプロビジョニ

ングを推測しながら行うという作業が不要になります。自動スケーリングを有効にすると、ターゲ

ット使用率の割合を指定できます。DynamoDB では、範囲内で読み取りと書き込み用にプロビジ

ョニングされたキャパシティーをスケールして、ターゲット使用率の割合に合わせます。詳細につ

いては、「DynamoDB Auto Scaling によるスループットキャパシティーの自動管理」を参照して

ください。 

自動スケーリング機能が有効になっていないテーブルに必要な読み込みおよび書き込みスループッ

ト値を決定するには、以下の要因を考慮します。 

• 項目サイズ - 指定する読み込みおよび書き込みキャパシティーユニットは、読み込みまたは

書き込みオペレーションごとに、事前定義されたデータ項目サイズに基づいています。プロ

ビジョニングされたスループットデータ項目のサイズ制限の詳細については、「Amazon 

DynamoDB でプロビジョニングされたスループット」を参照してください。 

• 読み書きリクエストの期待値 - アプリケーションからテーブルに対して 1 秒あたりに実行

される読み書きオペレーションの期待数も決定する必要があります。 

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/AutoScaling.html
http://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/ProvisionedThroughputIntro.html
http://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/ProvisionedThroughputIntro.html
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• 整合性 - アプリケーションが強力な整合性のある読み込みを必要とするか、結果整合性のあ

る読み込みを必要とするかは、テーブルにプロビジョニングする必要のある読み込みキャパ

シティーユニットの数の決定要因となります。整合性と Amazon DynamoDB の詳細につい

ては、このドキュメントの「整合性モデル」セクションを参照してください。 

• グローバルセカンダリインデックス - グローバルセカンダリインデックスのプロビジョニン

グされたスループット設定は、親テーブルのスループット設定から独立しています。したが

って、インデックス作成時に読み込みおよび書き込みキャパシティーを指定するときは、グ

ローバルセカンダリインデックスで想定されるワークロードも考慮する必要があります。 

• ローカルセカンダリインデックス - インデックスに対するクエリは、プロビジョニングされた

読み込みスループットを消費します。詳細については、「ローカルセカンダリインデックスに

対するプロビジョニング済みスループットに関する考慮事項」を参照してください。 

読み込みと書き込みの要件はテーブル作成時に指定されますが、Amazon DynamoDB ではダウンタ

イムなしで負荷に対応できるように、プロビジョニングされたスループットを増減できます。 

Apache HBase でクラスター内のノードの数は、読み込みや書き込みに必要なスループットによっ

て決まります。特定のノードで利用可能なスループットはデータによって異なります。具体的には

次のとおりです。 

• キーバリューのサイズ 

• データアクセスパターン 

• キャッシュヒット率 

• ノードとシステム設定 

負荷が Apache HBase クラスター内のノード数を増やす主な要因となる可能性が高い場合は、ピ

ーク負荷を考慮する必要があります。 

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/LSI.html#LSI.ThroughputConsiderations
https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/LSI.html#LSI.ThroughputConsiderations
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整合性モデル 

データベース整合性モデルにより、正常な書き込みまたは更新が同じ値の後続の読み込みオペレー

ションに反映される方法とタイミングが決まります。 

Amazon DynamoDB では、アプリケーション内の各読み込みリクエストに必要な整合性特性を指

定できます。読み込みに結果整合性があるか、強力な整合性があるかを指定できます。 

結果整合性オプションは Amazon DynamoDB のデフォルトであり、読み込みスループットを最大化

します。ただし、結果整合性のある読み込みには、最新の書き込み結果が必ずしも反映されない可能

性があります。データのすべてのコピーの整合性は、通常 1 秒以内に確保されます。 

Amazon DynamoDB での強力な整合性のある読み込みの結果には、読み込みの前に適切な応答を

受け取ったすべての書き込みが反映されています。強力な整合性のある読み込み結果を得るには、

リクエストでオプションのパラメータを指定できます。強力な整合性のある読み込みを処理するに

は、結果整合性のある読み込みよりも多くのリソースが必要です。読み込み整合性の詳細について

は、「データ読み込みおよび整合性に関する考慮事項」を参照してください。 

Apache HBase の読み込みと書き込みは強力な整合性があります。つまり、Apache HBase の単

一行に対するすべての読み込みと書き込みはアトミックです。同時リーダーとライターはそれぞ

れ、行の状態について安全な仮定を行うことができます。Apache HBase でのマルチバージョニン

グとタイムスタンプは、強力な整合性のあるモデルに役立ちます。 

トランザクションモデル 

RDBMS とは異なり、通常 NoSQL データベースにはデータをクエリするためのドメイン固有の言語 

(SQL など) はありません。Amazon DynamoDB と Apache HBase には、標準の作成 (Create)、読

み込み (Read)、更新 (Update)、削除 (Delete) (CRUD) オペレーションを実行するためのシンプル

なアプリケーションプログラミングインターフェイス (API) が用意されています。 

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/HowItWorks.ReadConsistency.html
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Amazon DynamoDB トランザクションは、テーブル内およびテーブル間の複数の項目に対して、

すべて変更するかまったく変更しないかといった調整操作をサポートします。トランザクションに

よって Amazon DynamoDB に不可分性 (Atomicity)、一貫性 (Consistency)、独立性 

(Isolation)、永続性 (Durability) (ACID) が実現されるため、アプリケーション内でのデータの精

度を維持できるようになります。Apache HBase を Apache Phoenix と統合すると、複数の行や

テーブルをまたいだトランザクションをサポートできるようになり、完全な ACID セマンティクス

も確保できます。 

Amazon DynamoDB にはデータの追加、更新、削除を行うためのアトミックな項目および属性オ

ペレーションが用意されています。さらに、項目レベルのトランザクションでは、トランザクショ

ンが実行される前に満たす必要がある条件を指定できます。例えば、すでに特定の値を持つ場合に

のみ項目を更新するように指定できます。 

条件付きの書き込みを使用すると、Amazon DynamoDB でオプティミスティック同時実行制御シス

テムを実装できます。条件付きの書き込みの場合、Amazon DynamoDB では、他の書き込みリクエ

ストを妨げることなく、既存のスカラー値に対してアトミックなインクリメント演算およびデクリメ

ント演算を実行できます。条件付きの書き込みの詳細については、「条件付きの書き込み」を参照し

てください。 

Apache HBase では、単一行キー内でアトミックな高更新レート (従来のリードモディファイライ

ト) もサポートされており、頻繁に使用するカウンターの格納が可能になります。

Amazon DynamoDB とは異なり、Apache HBase は複数バージョンの同時実行制御を使用して更

新を実装します。つまり、既存のデータは新しいデータで上書きされません。新しいバージョンが

追加されると、データは削除されます。 

Apache HBase での行データへのアクセスはアトミックで、任意の数の列が含まれますが、複数の

行にまたがる保証やトランザクション機能はありません。Amazon DynamoDB と同様に、

Apache HBase は単一行のトランザクションのみをサポートします。 

Amazon DynamoDB には、テーブルのアクティビティをキャプチャするオプション機能である 

Amazon DynamoDB Streams があります。追加、更新、削除などのデータ変更イベントは、時系

https://phoenix.apache.org/transactions.html
https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/WorkingWithItems.html#WorkingWithItems.ConditionalUpdate
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列順にほぼリアルタイムでキャプチャできます。Amazon DynamoDB テーブルでストリームが有

効になっている場合、各イベントは、テーブルの名前、イベントのタイムスタンプ、その他のメタ

データとともにストリームレコードとして記録されます。詳細については、「DynamoDB 

Streams を使用したテーブルアクティビティのキャプチャ」に関するセクションを参照してくださ

い。 

Amazon DynamoDB Streams を AWS Lambda とともに使用すると、目的のイベント (追加、更

新、削除) がストリームに表示されるたびに自動的に実行されるトリガーコードを作成できます。

このパターンにより、AWS リージョン内およびリージョン間のデータレプリケーション、

Amazon DynamoDB テーブルのデータのマテリアライズドビュー、Amazon Kinesis を使用した

データ分析、Amazon Simple Notification Service (Amazon SNS) または Amazon Simple 

Email Service (Amazon SES) を介した通知など、強力なソリューションが可能になります。詳細

については、「DynamoDB Streams と AWS Lambda のトリガー」を参照してください。 

テーブルオペレーション 

Amazon DynamoDB と Apache HBase は、大規模な分析処理をサポートするスキャンオペレー

ションを提供します。スキャンオペレーションは RDBMS のカーソルに似ています。順番にソート

された基盤のストレージレイアウトを利用することで、スキャンオペレーションは幅広いレコード

またはテーブル全体に対して簡単に反復処理を行えます。スキャンオペレーションにフィルタを適

用すると、結果セットを効果的に絞り込み、パフォーマンスを最適化できます。 

Amazon DynamoDB では並列スキャンを使用して、スキャン操作のパフォーマンスを向上させま

す。並列スキャンでは、Amazon DynamoDB テーブルを複数のセグメントに論理的に分割し、各セ

グメントを並列処理します。Apache HBase でデフォルトのスキャンオペレーションを使用する代わ

りに、API を使用して行を並列で読み取るカスタム並列スキャンを実装できます。 

Amazon DynamoDB と Apache HBase はどちらも、スキャンオペレーションに加えて、複雑な

クエリ処理を行うための Query API を提供します。Amazon DynamoDB の Query API は、パー

テーションキーとソートキーを定義するテーブルでのみアクセスできます。Apache HBase ではブ

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/Streams.html
https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/Streams.html
https://aws.amazon.com/about-aws/global-infrastructure/
https://aws.amazon.com/kinesis/
https://aws.amazon.com/sns/
https://aws.amazon.com/ses/
https://aws.amazon.com/ses/
https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/Streams.Lambda.html
https://hbase.apache.org/book.html#schema.bloom
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ルームフィルタによって Get オペレーションが改善され、並列読み込みの数に伴ってパフォーマン

スが向上する可能性があります。 

要約すると、Amazon DynamoDB と Apache HBase には、どちらもアトミックな単一行トラン

ザクションのみをサポートしているという点で、同様のデータ処理モデルがあります。どちらのデ

ータベースも、複数の行とテーブルの一括データ処理のためのバッチオペレーションを提供しま

す。 

この 2 つのデータベースの主な違いは、Amazon DynamoDB の柔軟なプロビジョニングされたス

ループットモデルです。必要なときに容量を増やし、完了したら減らす機能は、予測できないピー

クがある可変ワークロードを処理するのに役立ちます。 

データ集約の実行やカウンターの維持に高い更新率が必要なワークロードの場合は、Apache 

HBase が適しています。これは、Apache HBase が複数バージョンの同時実行制御メカニズムを

サポートしているため、強力な整合性のある読み込みと書き込みに役立ちます。Amazon 

DynamoDB では、特定のワークロードに応じて、読み込みリクエストを結果整合性があるか、強

力な整合性のあるものにするかを柔軟に選択できます。 

アーキテクチャ 

このセクションでは、Amazon DynamoDB と Apache HBase の主要なアーキテクチャコンポー

ネントをまとめています。 

Amazon DynamoDB アーキテクチャの概要 

おおまかには、Amazon DynamoDB は高い可用性、永続性、一貫した低レイテンシー (通常は 1 

桁ミリ秒単位) のパフォーマンスを実現するように設計されています。 

Amazon DynamoDB は、ソリッドステートドライブ (SSD) を活用する AWS マネージドサーバ

ー群で実行され、最適化された高密度ストレージプラットフォームを構築します。このプラットフ

ォームでは、パフォーマンスはテーブルサイズから切り離され、整合性のある低レイテンシーの応

https://hbase.apache.org/book.html#schema.bloom
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答をクエリに返す一方で、データの作業セットをメモリに収める必要がなくなります。Amazon 

DynamoDB は、マネージド型サービスとして、基盤となるアーキテクチャの詳細をユーザーから

抽象化しています。 

Apache HBase アーキテクチャの概要 

Apache HBase は通常 HDFS 上にデプロイされます。Apache ZooKeeper は、設定情報を維持

し、Apache HBase クラスター全体を管理するための重要なコンポーネントです。 

Apache HBase の主要な 3 つのコンポーネントは次のとおりです。 

• クライアント API - データ操作言語 (DML) へのプログラム的なアクセスを提供し、HBase 

テーブルで CRUD オペレーションを実行できるようにします。 

• リージョンサーバー - HBase テーブルはリージョンに分割され、リージョンサーバーによ

って処理されます。 

• マスターサーバー - クラスター内のすべてのリージョンサーバーインスタンスのモニタリン

グを担当します。これは、すべてのメタデータ変更のためのインターフェイスです。 

Apache HBase は、HDFS 上の HFiles と呼ばれるインデックス付きストアファイルにデータを保

存します。ストアファイルはブロックのシーケンスで、高速ルックアップのために最後にブロック

インデックスが格納されています。ストアファイルは、開始キーと終了キーを指定して、特定の値

にアクセスしたり、値の範囲をスキャンしたりするための API を提供します。 

書き込みオペレーション中、データはまず先書きログ (WAL) と呼ばれるコミットログに書き込ま

れ、MemStore と呼ばれる構造のメモリに移動されます。MemStore のサイズが指定された最大

値を超えると、HFile としてディスクにフラッシュされます。MemStore からディスクにデータが

フラッシュされるたびに、新しい HFiles を作成する必要があります。HFiles の数が増えるにつれ

て、圧縮プロセスによりファイルが結合され、ファイルの数は少なくなり、そのサイズは大きくな

ります。 

http://zookeeper.apache.org/
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読み込みオペレーションは、基本的に Memstore と HFiles に保存されたデータの結合です。WAL 

は読み込みオペレーションで使用されません。WAL はインメモリデータをディスクに書き込む前

にサーバーがクラッシュした場合にのみ、復旧目的で使用されます。 

Apache HBase のリージョンは、列ファミリーごとのストアとして機能します。各リージョンには

連続した範囲の行が一緒に保存されます。リージョンを結合して、ストアファイルの数を減らすこ

とができます。設定された最大ストアファイルサイズを超える大きなストアファイルは、リージョ

ンの分割をトリガーできます。 

リージョンサーバーは複数のリージョンに対応できます。各リージョンは 1 つのリージョンサーバ

ーにのみマッピングされます。リージョンサーバーは読み込みと書き込みを処理し、フラッシュが

必要になるほどデータが集まるまでデータをメモリ内に保持します。クライアントはリージョンサ

ーバーと直接通信して、すべてのデータ関連オペレーションを処理します。 

マスターサーバーは、モニタリングおよびリージョンサーバーへのリージョンの割り当てを担当

し、Apache ZooKeeper を使用してこのタスクを容易にします。Apache ZooKeeper は、リージ

ョンサーバーのレジストリとリージョン検出のブートストラップ場所としても機能します。 

マスターサーバーは、リージョンサーバー間のリージョンの負荷分散、リージョンサーバーのフェ

イルオーバー、リージョン分割の完了などの重要な機能も処理しますが、実際のデータストレージ

または取得パスの一部ではありません。 

Apache HBase はマルチマスター環境で実行できます。すべてのマスターは、マルチマスターモー

ドでクラスターを実行するために競争します。ただし、アクティブなマスターがシャットダウンす

ると、残りのマスターがマスターロールを引き継ぐために競争します。 

Amazon EMR での Apache HBase アーキテクチャの概要 

Amazon EMR は、Amazon EC2 インスタンスの集合であるインスタンスグループの概念を定義し

ます。Amazon EC2 仮想サーバーは、Hadoop のマスターノードとスレーブノードと同様の役割

を実行します。最高のパフォーマンスを得るには、Apache HBase クラスターは少なくとも 2 つ
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の Amazon EC2 インスタンスで実行する必要があります。Amazon EMR クラスターには 3 つの

タイプのインスタンスグループがあります。 

• Master - クラスターを管理する 1 つのマスターノードが含まれます。ログを表示したり、

クラスターを自分で管理したりする場合は、Secure Shell (SSH) プロトコルを使用してマ

スターノードにアクセスできます。マスターノードは、Apache HBase マスターサーバー

と Apache ZooKeeper を実行します。 

• Core - HDFS を実行し、データを保存する 1 つ以上のコアノードが含まれます。コアノー

ドは Apache HBase リージョンサーバーを実行します。 

• Task - (オプション)。任意の数のタスクノードが含まれます。 

Amazon EMR でのマネージド型 Apache HBase (Amazon S3 ストレ

ージモード) 

Amazon S3 ストレージモードを有効にして Amazon EMR で Apache HBase を実行すると、

HBase ルートディレクトリは、HBase ストアファイルとテーブルメタデータと共に Amazon S3 

に保存されます。詳細については、「Amazon S3 での HBase (Amazon S3 ストレージモード)」

を参照してください。 

本番用のワークロードでは、Amazon S3 で HBase を有効にするときに EMRFS の整合性のある

ビューをお勧めします。整合性のあるビューを使用しないと、特定のオペレーションのパフォーマ

ンスに影響が発生する場合があります。 

パーティション化 

Amazon DynamoDB では、地理的に分散した 3 つの場所に各テーブルのレプリカが保存されるた

め、リージョン内の可用性とデータ永続性が高まります。データは主にパーティションキーを使用し

て自動パーティション化されます。スループットとデータサイズが増加すると、

Amazon DynamoDB はより多くのノード間で自動的にデータの再分割と再割り当てを行います。 

https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/ReleaseGuide/emr-hbase-s3.html
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Amazon DynamoDB のパーティションは完全に独立しているため、クラスターは共有されませ

ん。 

リージョンは Apache HBase のスケーラビリティと負荷分散の基本単位です。リージョンの分割

とその後の負荷分散は、次の一連のイベントに続きます。 

1. 最初はテーブルのリージョンは 1 つだけであり、データが追加されると、システムは負荷

をモニタリングして、設定された最大サイズを超えないようにします。 

2. リージョンのサイズが設定された制限を超えると、システムはリージョンの中央にある行キ

ーでリージョンを動的に 2 つに分割し、ほぼ 2 等分にします。 

3. 次に、マスターは、必要に応じて負荷分散のために他のサーバーに移動する新しいリージョ

ンのスケジュールを設定します。 

バックグラウンドでは、Apache ZooKeeper はリージョン分割中に発生したすべてのアクティビテ

ィを追跡し、サーバー障害時にリージョンの状態を維持します。Apache HBase リージョンは、

RDBMS シャーディングで使用される範囲パーティションと同等です。リージョンは多くの物理サ

ーバーに分散できるため、その結果として負荷が分散され、スケーラビリティが実現されます。 

要約すると、Amazon DynamoDB のアーキテクチャの詳細はマネージドサービスとして抽象化さ

れており、ユーザーはアプリケーションの細部に集中できます。 

自己管理型の Apache HBase デプロイモデルでは、スケーラビリティとパフォーマンスを最大化

するために、基盤となるアーキテクチャの詳細を理解することが重要です。Amazon EMR でクラ

スターを実行すれば、Apache HBase の管理作業の負担を減らすことができます。 

パフォーマンスの最適化 

Amazon DynamoDB と Apache HBase は、大量のデータを高性能で処理できるように本質的に

最適化されています。通常、NoSQL データベースはオンディスクの列指向ストレージ形式を使用
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して、高速なデータアクセスと、クエリ実行時の I/O を減らします。このパフォーマンス特性は、

Amazon DynamoDB と Apache HBase の両方で明らかです。 

Amazon DynamoDB では、高速データ取り出しを最適化するために、同じパーティションキーを

持つ項目をディスクに連続して保存します。同様に、Apache HBase リージョンには、読み込みオ

ペレーションを向上させるために、連続した範囲の行がまとめて保存されます。インフラストラク

チャー層とアプリケーション層の両方で、スループットを最大化する技術を低コストで適用する

と、さらにパフォーマンスを向上させることができます。 

ヒント: 推奨されるベストプラクティスは、Amazon DynamoDB と Apache HBase の

パフォーマンスメトリクスをモニタリングし、パフォーマンスのボトルネックを事前に

検出して診断することです。 

次のセクションでは、各データベースまたはデプロイモデルに固有の一般的なパフォーマンスの最

適化に焦点を当てます。 

Amazon DynamoDB のパフォーマンスに関する考慮事

項 

Amazon DynamoDB のパフォーマンスに関する考慮事項は、適切な読み書きスループットの定義

方法と、アプリケーションに適したスキーマの設計方法に重点を置いています。これらのパフォー

マンスに関する考慮事項は、インフラストラクチャーレベルとアプリケーション層の両方にまたが

っています。 

オンデマンドモード - キャパシティープランニングなし 

Amazon DynamoDB オンデマンドは、キャパシティープランニングなしで 1 秒あたりに数千もの

リクエストを処理できる柔軟な請求オプションです。オンデマンドモードのテーブルの場合、アプ

リケーションが実行すると予想される読み込みおよび書き込みスループットを指定する必要はあり
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ません。オンデマンドキャパシティーモードを使用する Amazon DynamoDB テーブルは、アプリ

ケーションのトラフィックボリュームに自動的に対応します。オンデマンドキャパシティーモード

は、テーブルにおける以前のピークトラフィックの最大 2 倍まで瞬時に対応します。詳細について

は、「オンデマンドモード」を参照してください。 

プロビジョニングされたスループットに関する考慮事項 

このホワイトペーパーの「スループットモデル」セクションで説明しているように、アプリケーシ

ョンの適切なスループット要件を決定する際に考慮すべき要因は、項目のサイズ、予想される読み

取りおよび書き込みレート、整合性、セカンダリインデックスです。 

テーブルでプロビジョニングされたスループット容量を超える読み取り/秒または書き込み/秒がア

プリケーションで行われると、プロビジョニングされた容量を超えた分のリクエストはスロットリ

ングされます。例えば、テーブルの書き込み容量が 1,000 ユニットで、アプリケーションがデータ

項目の最大サイズに対して 1 秒間に 1,500 回の書き込みを実行できる場合、Amazon 

DynamoDB は 1 秒間に 1,000 回の書き込みのみを許可し、超過したリクエストはスロットリン

グされます。 

ヒント: 必要な容量が徐々に増加または減少し、少なくとも数分間はトラフィックが増

加または減少レベルに留まるようなアプリケーションでは、Auto Scaling 機能を使用し

て読み取りおよび書き込みのスループット容量を自動的に管理します。トラフィックパ

ターンが変わると、Amazon DynamoDB はテーブルまたはグローバルセカンダリイン

デックスに入力された希望の容量使用率に合わせて、指定した範囲内でプロビジョニン

グされた容量をスケールアップまたはスケールダウンします。 

読み取りパフォーマンスに関する考慮事項 

Amazon DynamoDB Accelerator (DAX) のリリースにより、Amazon DynamoDB に保存されて

いるデータにマイクロ秒単位でアクセスできるようになりました。DAX は Amazon DynamoDB 

の前にあるインメモリキャッシュであり、Amazon DynamoDB と同じ API があります。 

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/HowItWorks.ReadWriteCapacityMode.html#HowItWorks.OnDemand
https://docs.amazonaws.cn/en_us/amazondynamodb/latest/developerguide/DAX.html
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キャッシュヒットが発生したクエリでは DAX レイヤーから読み取りを処理でき、テーブルはキャ

ッシュミスがある場合にのみ読み取りを処理するため、プロビジョニングされた読み取り容量ユニ

ットを減らしてコストを節約できます。 

ヒント: テーブルのサイズとデータアクセスパターンに基づいて、複数の小さなテーブ

ル用に 1 つの DAX クラスターのプロビジョニング、1 つの大きなテーブル用に複数の 

DAX クラスターのプロビジョニング、またはアプリケーションに最適なハイブリッドキ

ャッシュ戦略を検討してください。 

プライマリキーの設計に関する考慮事項 

プライマリキーの設計は、Amazon DynamoDB のパフォーマンスにとって非常に重要です。Amazon 

DynamoDB は、データを保存するときに、テーブルの項目を複数のパーティションに分けて、主に

パーティションキー要素に基づいてデータを分散します。テーブルに関連付けられているプロビジ

ョニングされたスループットは、各パーテーションへの負荷が 3,000 RCU または 1,000 WCU を超え

ないように分割するのがベストプラクティスです。テーブル全体にプロビジョニングされたスルー

プットが提供されます。 

ヒント: プロビジョニングされたスループットの全体を効率的に使用するには、パーティ

ションキー値全体にワークロードを分散します。 

例えば、テーブルに頻繁にアクセスされるパーティションキー要素の数が非常に少なく、場合によ

っては使用頻度が非常に高いパーティションキー要素が 1 つだけの場合、トラフィックが 1 つのパ

ーティションに集中し、1 つの項目コレクション内に読み取りおよび書き込みアクティビティの

「ホットスポット」が発生する可能性があります。極端なケースでは、1 つのパーティションが最

大容量を超えた場合にスロットリングが発生することがあります。 

不均等なアクセスパターンに対応できるように、Amazon DynamoDB のアダプティブキャパシティー

を使用することで、スロットリングすることなく、アプリケーションでホットパーティションに対

https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/bp-partition-key-design.html#bp-partition-key-partitions-adaptive-split
https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/bp-partition-key-design.html#bp-partition-key-partitions-adaptive-split
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して読み書きを継続できます。ただし、トラフィックは、プロビジョニングされた合計キャパシテ

ィーまたはパーティションの最大キャパシティーを超えないものとします。アダプティブキャパシ

ティーでは、さらに多くのトラフィックを受け取るパーティションのスループットキャパシティー

を自動的かつ瞬時に増加させます。 

Amazon DynamoDB のスループットを最大限に活用するために、パーティションキー要素に多数の個

別の値が含まれるテーブルを作成できます。値ができるだけ均一に、かつランダムにリクエストさ

れるようにします。グローバルセカンダリインデックスにも同じガイダンスが当てはまります。プ

ロビジョニングされたスループットの全体を使用するために、均一なワークロードを提供するパー

ティションとソートキーを選択します。 

ローカルセカンダリインデックスに関する考慮事項 

ローカルセカンダリインデックスにクエリを実行する場合、消費される読み取りキャパシティーユ

ニットの数は、データへのアクセス方法によって異なります。例えば、ローカルセカンダリインデ

ックスを作成し、非キー属性を親テーブルからインデックスに射影すると、Amazon DynamoDB 

はこれらの投影された属性を効率的に取得できます。 

さらに、ローカルセカンダリインデックスにクエリを実行すると、クエリはインデックスに射影さ

れていない属性を取得することもできます。ローカルセカンダリインデックスに射影されていない

属性を読み取るようなタイプのインデックスクエリは避けてください。ローカルセカンダリインデ

ックスで指定されていない属性を親テーブルからフェッチすると、クエリレスポンスにさらにレイ

テンシーが発生し、プロビジョニングされたスループットのコストが高くなります。 

ヒント: 頻繁にアクセスする非キー属性をローカルセカンダリインデックスに射影する

と、フェッチを回避し、クエリパフォーマンスを向上できます。 

更新頻度は低いが多くの異なる条件でクエリが実行されるテーブルに複数のローカルセカンダリイ

ンデックスを維持すると、クエリのパフォーマンスを向上させることができます。このガイダンス

は、書き込みアクティビティが多いテーブルには適用されません。 



アマゾン ウェブ サービス NoSQL 向けの Amazon DynamoDB と Apache HBase の使用比較 

 ページ 40 

テーブルへの書き込みアクティビティが非常に多いと予想される場合は、テーブルからの読み取り

を一切行わないことで、読み取りによる干渉を最小限に抑えることも選択肢の 1 つです。代わり

に、テーブルと同じ構造のグローバルセカンダリインデックスを作成し、すべてのクエリをテーブ

ルではなくインデックスに振り分けます。 

グローバルセカンダリインデックスに関する考慮事項 

クエリがグローバルセカンダリインデックスのプロビジョニングされた読み取りキャパシティーを

超えると、そのリクエストはスロットリングされます。同様に、リクエストが多量の書き込みアク

ティビティをテーブルに対して実行するときに、そのテーブルのグローバルセカンダリインデック

スに十分な書き込みキャパシティーがない場合、そのテーブルに対する書き込みアクティビティは

スロットリングされます。 

ヒント: テーブルへの書き込みを正常に実行するには、テーブルとグローバルセカンダリ

インデックスに対するプロビジョニングされたスループット設定は、書き込みに対応で

きるだけの十分な書き込みキャパシティーを備えている必要があります。十分でない場

合、書き込みはスロットリングされます。 

グローバルセカンダリインデックスでは、結果整合性のある読み取りをサポートしており、各読み

取りで、読み取りキャパシティーユニットの半分を消費します。読み取りキャパシティーユニット

の数は、インデックスクエリの結果で返されたすべての項目について射影されたすべての属性のサ

イズの合計です。書き込みアクティビティでは、書き込み用のプロビジョニングされたスループッ

トの合計コストは、テーブルに対する書き込みと、グローバルセカンダリインデックスの更新で消

費された書き込みキャパシティーユニットの合計になります。 

Apache HBase のパフォーマンスに関する考慮事項 

Apache HBase のパフォーマンスの調節は、ハードウェア、ネットワーク、Apache HBase の設

定、Hadoop の設定、Java Virtual Machine Garbage Collection の設定など多岐にわたります。

また、クライアント API を使用するときのベストプラクティスの適用も含まれます。パフォーマン
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スを最適化するには、Ganglia などのツールを使用して Apache HBase ワークロードを監視し、

パフォーマンスの問題を早期に特定して、観察されたパフォーマンスメトリクスに基づいて推奨さ

れるベストプラクティスを適用することが有効です。 

メモリに関する考慮事項 

メモリは Apache HBase で最も制限の厳しい要素です。パフォーマンスの調節技術は、メモリ消

費量の最適化に重点を置いています。 

スキーマ設計の観点からは、すべてのセルがその値を完全な行キー、列ファミリー、列名、タイム

スタンプを完全修飾でディスクに保存することが重要です。行名や列名が長いと、セル値の座標が

非常に大きくなり、Apache HBase に割り当てられたメモリが多く消費される場合があります。こ

れは、特にデータセットが大きい場合に、パフォーマンスに深刻な影響を与える可能性がありま

す。 

ヒント: パフォーマンスを向上させ、ディスクに HFiles を維持するコストを削減するに

は、列ファミリーの数を少なくします。 

Apache HBase の設定 

Apache HBase では、リージョンの分割と圧縮を処理する組み込みメカニズムがサポートされてい

ます。分割/圧縮のストームは、複数のリージョンがほぼ同じ速度で成長し、最終的にほぼ同時に分

割される場合に発生する可能性があります。これにより、分割されたリージョンを書き換えるため

の圧縮が原因で、ディスク I/O に大きなスパイクが発生する可能性があります。 

ヒント: Apache HBase が成長するリージョンを自動的に分割や圧縮するのに頼るので

はなく、これらのタスクを手動で行うことができます。 
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分割と圧縮を手動で処理する場合は、時間を制御して実行し、すべてのリージョンで時間をずらし

て I/O 負荷をできるだけ分散することで、分割/圧縮のストームの可能性を回避できます。手動の

オプションでは、問題となる分割/圧縮のストームをさらに軽減し、パフォーマンスを向上させるこ

とができます。 

スキーマ設計 

すべてのサーバーに負荷が均等に分散されない書き込みパターンを処理すると、実行がホットにな

るリージョンが出てくる可能性があります。これは、時系列データのイベントを処理するストリー

ムを扱う際によくあるシナリオです。時系列データは徐々に増えていく性質があるため、すべての

受信データが同じリージョンに書き込まれる可能性があります。 

このように 1 台のサーバーに書き込みアクティビティが集中すると、クラスター全体のパフォーマ

ンスが低下することがあります。これは、データの追加が 1 台のマシンのパフォーマンスに制限さ

れるようになったためです。この問題は、次のような主要な設計戦略を採用することで、簡単に克

服できます。 

• キーにソルトプレフィックスを適用する。つまり、行の前に乱数を追加する。 

• ハッシュ関数を使用してキーをランダム化する。 

• 行キーの前に別のフィールドを昇格させる。 

このような手法により、負荷がすべてのサーバーに均等に分散されます。 

クライアント API に関する考慮事項 

Apache HBase API を使用してクライアントからデータを読み書きするときに、考慮すべき最適化

がいくつかあります。例えば、多数の PUT 操作を実行するときに、自動フラッシュ機能を無効に

します。そうしないと、PUT 操作が一度に 1 つずつリージョンサーバーに送られます。 

スキャン操作で多数の行を処理する場合は、常にフィルタを使用してスキャン範囲を制限してくだ

さい。フィルタを使用することで、パフォーマンスが向上することがあります。特に大規模なデー
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タセットでは、フィルタを使用しないと、列の過剰選択によりパフォーマンスが著しく低下するこ

とがあります。 

ヒント: 推奨されるベストプラクティスとして、特に Apache HBase が MapReduce 

ジョブの入力ソースとして機能する場合は、スキャナーキャッシュをデフォルトの 1 よ

り大きい値に設定します。 

例えば、スキャナーキャッシュ値を 500 に設定すると、一度に 500 行がクライアントに転送され

て処理されますが、この場合メモリ消費量が多くなる可能性があります。 

圧縮手法 

データ圧縮は Apache HBase の実稼働ワークロードにおける重要な考慮事項です。

Apache HBase は、列ファミリーレベルで有効にできる多くの圧縮アルゴリズムをネイティブにサ

ポートしています。 

ヒント: 圧縮を有効にすると、パフォーマンスが向上します。 

一般的に、圧縮タスクおよび解凍タスクを実行するためのコンピューティングリソースは、ディス

クからより多くのデータを読み取るためのオーバーヘッドよりも少なくなります。 

Amazon EMR での Apache HBase (HDFS モード) 

Amazon EMR での Apache HBase は、AWS 上で管理作業の負担が最小限で動作するように最適

化されています。必要に応じて、基盤となるインフラストラクチャーにアクセスし、Apache 

HBase を手動で設定することもできます。 

クラスターに関する考慮事項 
コアノードとタスクノードを使用して、Amazon EMR クラスターのサイズを変更できます。必要

に応じて、コアノードをさらに追加できます。タスクノードは、クラスターの Amazon EC2 イン
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スタンスの容量を管理するのに役立ちます。ピーク時には容量を増やし、需要の低下時には容量を

減らすことができます。 

ヒント: 推奨されるベストプラクティスとして、実稼働ワークロードでは、Apache 

HBase を 1 つのクラスターで起動し、Apache Hive などの分析ツールを別のクラスタ

ーで起動するとパフォーマンスが向上します。2 つの異なるクラスターを管理すること

で、Apache HBase は必要なインフラストラクチャーリソースにすぐにアクセスできま

す。 

Amazon EMR には、Apache HBase のデータを Amazon S3 にバックアップする機能がありま

す。手動または自動でバックアップを実行でき、必要に応じてフルバックアップまたは増分バック

アップを行うオプションもあります。 

ヒント: ベストプラクティスとして、すべての実稼働クラスターでは、Amazon EMR で

利用できるバックアップ機能を常に活用してください。 

Hadoop と Apache HBase の設定 
ブートストラップアクションを使用して、追加のソフトウェアをインストールしたり、Amazon 

EMR の Apache HBase または Apache Hadoop の設定を変更したりできます。ブートストラップ

アクションは、Amazon EMR がクラスターを起動したときにクラスターノードで実行されるスク

リプトです。スクリプトは、Hadoop の起動前、およびノードがデータ処理を開始する前に実行さ

れます。 

カスタムブートストラップアクションを記述することも、Amazon EMR が提供する事前定義され

たブートストラップアクションを使用することもできます。例えば、Ganglia をインストールし

て、事前定義されたブートストラップアクションを Amazon EMR で使用して Apache HBase の

パフォーマンスメトリクスをモニタリングできます。 

https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/ManagementGuide/emr-plan-bootstrap.html
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Amazon EMR での Apache HBase (Amazon S3 ストレージモード) 

Amazon S3 ストレージモードを有効にして Amazon EMR での Apache HBase を実行する場合

は、このセクションで説明する推奨されるベストプラクティスに従ってください。 

読み取りパフォーマンスに関する考慮事項 

Amazon S3 ストレージモードを有効にすると、Apache HBase リージョンサーバーは MemStore 

を使用してデータの書き込みをメモリ内に保存し、Amazon S3 の HBase StoreFile にデータが

書き込まれる前に、先書きログを使用してデータの書き込みを HDFS に保存します。Amazon S3 

の StoreFile から直接レコードを読み取ると、HDFS からの読み取りと比べてレイテンシーと標

準偏差が大幅に高くなります。 

Amazon S3 は非常に高いリクエストレートをサポートするように拡張されます。リクエストレー

トが一貫して増加している場合、Amazon S3 は、高いリクエストレートをサポートするため、必

要に応じて自動的にバケットを分割します。 ただし、Amazon S3 の最大リクエストレートは、ロ

ーカルキャッシュから達成できるレートよりも低くなっています。Amazon S3 のパフォーマンス

の詳細については、「パフォーマンスの最適化」を参照してください。 

読み取りが多いワークロードの場合、Amazon EC2 インスタンスストレージのメモリ内またはディ

スク上のキャッシュにデータを保存することをお勧めします。Apache HBase リージョンサーバー

は BlockCache を使用して読み取ったデータをメモリに保存し、BucketCache を使用して読み取っ

たデータを EC2 インスタンスストレージに保存するため、十分なインスタンスストアを備えた 

EC2 インスタンスタイプを選択できます。 

さらに、Amazon Elastic Block Store (Amazon EBS) ストレージを追加することで、必要なキャッ

シュサイズに対応できます。hbase.bucketcache.size プロパティを使用して、アタッチされたイン

スタンスストアおよび EBS ボリュームで BucketCache のサイズを増やすことができます。 

書き込みパフォーマンスに関する考慮事項 

前のセクションで説明したように、マイナーおよびメジャーな圧縮時の MemStore のフラッシュ頻

度および StoreFile 数が、リージョンサーバーの応答時間の増加に大きく影響し、結果として書き

込みパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。最適なパフォーマンスのためには、

http://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/dev/PerformanceOptimization.html
https://aws.amazon.com/ebs/
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MemStore フラッシュと HRegion ブロック乗数のサイズを拡張することを検討してください。これ

らは、メジャーな圧縮間の経過時間を増やして、書き込みのパフォーマンスを最適化します。 

圧縮が必要な StoreFile の数が少ないほど、Apache HBase 圧縮およびリージョンサーバーのパフ

ォーマンスが最適化されます。ファイルブロックサイズを増やして (ただし 5 GB 未満)、EMRFS 

で Amazon S3 マルチパートアップロード機能をトリガーすることで、パフォーマンスを向上でき

る場合があります。 

要約すると、Amazon DynamoDB または Amazon EMR での Apache HBase などのマネージド 

NoSQL データベースを実行している場合でも、Apache HBase クラスターを Amazon EC2 また

はオンプレミスで自社管理している場合でも、コストを抑えてパフォーマンスを最大限に発揮でき

るようにするには、パフォーマンスの最適化を考慮してください。 

Amazon が管理する NoSQL ソリューションと自社管理との主な違いは、Amazon DynamoDB また

は Amazon EMR で Apache HBase などのマネージドソリューションを使用すると、管理作業の負

担の大部分をなくすことができるため、アプリケーションの最適化に集中できることです。 

これから NoSQL を使い始めるのであれば、ユースケースに応じて、Amazon DynamoDB または 

Amazon EMR ソリューションで管理する Apache HBase が適切な選択肢です。Apache 

Hadoop/Apache HBase に関する深い知識を持ち、Apache HBase クラスターを完全にコントロ

ールする必要がある場合は、クラスター管理の観点から最も柔軟性が高いのが、自己管理型の 

Apache HBase デプロイモデルです。 

まとめ 
Amazon DynamoDB は可用性の高い分散データベースクラスターの運用負荷やスケーリングを行

う負荷をなくすことができるため、現代のリアルタイムなウェブベースのアプリケーションに適し

ています。Amazon EMR での Apache HBase はマネージドサービスとして、AWS 上で管理作業

の負担が最小限で動作するように最適化されています。Apache HBase クラスターを完全にコント

ロールする上級ユーザーには、セルフマネージドの Apache HBase デプロイモデルが適していま

す。 

https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/dev/mpuoverview.html
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Amazon DynamoDB と Apache HBase には、大量のデータを正常に処理するために欠かせない

固有の特性があります。Amazon DynamoDB と Apache HBase は大規模データの処理に最適化

されており、バッチ中心の処理からリアルタイムのデータ提供まで、幅広いユースケースに対応し

ています。ただし、ワークロードに適した NoSQL データベースを選択するには、データセットと

アクセスパターンを知ることが重要です。 

寄稿者 
この文書の寄稿者は次のとおりです。 

• Wangechi Doble (プリンシパルソリューションアーキテクト、アマゾン ウェブ サービス) 

• Ruchika Abbi (ソリューションアーキテクト、アマゾンウェブサービス) 
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